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 ＜法人の概要＞ 

所在地：島根県 隠岐の島町 

設 立：昭和 58 年（※農業部門参入 平成 22 年 4 月） 

資本金：700 万円   売上高：590 万円（平成 23 年） 

         （うち農業：590 万円） 

役 員：2名（うち農作業従事 1名） 

従業員数：6名、うち農業従事者 3名 

経営面積：12.99ha  営農作物：水稲、白小豆、ソバ、西条柿 

農業開始時期：平成 22 年 4 月 

＜農業参入に至った経緯・動機＞ 

・印刷、内装業を中心に会社経営を行っているが、近年の経済情勢により受注件数

が下降傾向にあった。 

・もともと会社経営とは別に、個人的に若干の水稲を行っていたことから、近年、

周辺農地の遊休化、耕作放棄地化が気になっていた。 

・後継者、担い手不足等による離農家の増加が目立つ中、企業を取り巻く異業種参

入が注目され、特に農業参入への期待も高まって来たことから、平成 22 年、農

業参入することを決め、新たな経営形態を目指すこととした。 
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＜営農開始から現在まで＞ 

・利益を求めた農業経営を開始したが、利用集積が進むと、その近隣農地所有者か

ら相次いで耕作依頼があり、当初 2ha の経営面積が、二年間で 12ha まで拡大し

た。 

・栽培種目も、ほぼ水稲で開始したが、その後、ソバ及び町の奨励作物である白小

豆も栽培し、昨年度からは、新たに西条柿にも挑戦している。 

・もともとの印刷業を活かし、農業の様子を掲載した情報誌を発行している。 

＜今後の農業経営の展開方向＞ 

・無農薬、有機栽培への移行を推進している。 

・当初は、営利を求める農業経営を開始したが、現在では、農業に興味のある方々

を招いて体験農業を行うなど、農業が持つ多面的機能を活かす農業にも力を入れ

ている。 

＜今後農業に参入しようとしている法人へのアドバイス＞ 

・私たちが生きて行く上で、絶対的に必要なものが土と水であり、それに直に触れ

合うのが農業である。自然との共存があってこそ農業は成り立つ。営利を追求する

ことも大切だが、その基盤を守る、継承することを考えた経営を行って欲しい。 

〈農業参入することを決めてから営農開始まで〉 

・安定した農業経営を求めるには、経営農地の拡大が必要であったことから、集積

可能農地の情報収集に努め、その利用調整に苦慮した。 

・経営農地確保のため、耕作放棄地の情報収集、再生活動を行い、利用調整に努め

た。 


